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○総合計画における位置付け等

学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして
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５　必要性…市民ニーズに合っているか、行政需要の変化に対応しているか
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４　評価指標

人間ドッグ助成事業の承認率
承認者数／応募者数×１００
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円／人……人口は、

この施策の市民一人当たり事業費は、全１２３施策のうち、第

（３）全施策中の順位（事業費）
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万人とした。

平成１５年度　施策評価表

３　総事業費及び人員

基本目標

政策名
（章）

第１章　安心して生活できる福祉社会をつくります

施策コード

第５節　社会保険制度の充実に向けて

平成１５年６月１０日記入

山田　晶一

1.35

千円……構成事務事業全体の事業費合計（人件費含む）

（１）施策に要している総事業費

24,830,603

（２）　市民１人当りの事業費

人……構成事務事業全体の人員合計

１　施策の概要・目的

再審査申請率
再審査申請件数／レセプト件数×１０
０

再審査を申請する
件数で点検事務の
業務量を評価する

指標１

指標２

年間の歳入予定保
険税に対する保険
税実収入の率

　国においては、医療保険制度を将来に渡り持続可能で安定的なものとするため総合的な構造改革を進め、平成１
４年より医療制度改革を行っている。本市も国の動向に十分留意し、適正かつ着実な国保運営に努めている。

11520

保険税の収納率
現年度課税分収納額÷現年度分調
定額×１００

　国民健康保険制度は、農業従事者、自営業者、無職の人等、職域に係る健康保険や各種共済組合に加入してい
ない人々を対象とするもので、国民皆保険を実施するわが国医療保険制度の基盤的な役割を果たしている。これら
被保険者の健康保持・増進を目的として、国保は運営されている。

現状値と目標値指標名および指標式 指標の意図

基本施策名
（節名）

課　長　名施　策　名 国民健康保険制度の充実に向けて

　国保をはじめ医療保険制度は、経済の低迷に伴い、保険税収入が伸び悩む一方高齢化や医療技術の高度化等
により医療費は増加の一途をたどるなど、その財政運営は極めて厳しい状況となっている。平成１３年度には一般会
計からの財政支援的な繰入金が４５億円と一般会計の財政運営を圧迫し、他の様々な事業に大きな影響を与えてい
る。
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目標

現状

目標

現状

目標

評価担当課

国民健康保険課

市民部

Ⅰ



説明

説明

◆この施策の満足度は、3.079で、調査した51施策の中で
39番目です。
◆この施策の重要度は、4.234で、調査した51施策の中で
7番目です。
◆この施策の改善要望度は、0.817で、調査した５１施策
の中で8番目です。
◇年齢別にみると、満足度は60歳代以上で高く、30歳代
で低くなっています。60歳代以上と50歳代以下の評価の
差が目立っています。重要度も60歳代以上でやや高く
なっています。

７　効率性…費用対効果が優れているか、もっと大きな効果が得られるものはないか

説明及び具体的内容
　法定であるため国の動向に併せていくとともに、疾病予防、早期発見に
つながる人間ドッグの希望者全員が受診できるよう方策を検討していきた
い。

９　課　　題…施策を実現するにあたり、課題となっていること等

今後の方向
１０　今後の方向性（一次評価）

　診療報酬支払いの適正化を図るため、実施している診療報酬明細書の点検については、財政効果率も高いことか
ら、今後は、現在６名の非常勤職員を増員し、より高い効果を求めていく。

６　有効性…期待される効果があがっているか

　国民健康保険は、予測できない病気やけがをしたとき安心して医療が受けられるよう運営されており、被保険者の
健康保持・増進に有効に機能している。

　国保加入者の増加、高齢化、医療技術の高度化に伴う費用が年々増加している｡これに対し保険税収入が医療費
の伸びに追いつかない。国保事業の健全運営を確保するためには、保健事業を推進し、病気やケガを予防すること
により医療費の支出を削減する。さらに現在国は医療保険制度の抜本改革を進めており、国の動向を注視し、県と関
係団体と連携して国への要望行動を行っていく。
  また、被保険者の理解を得るような普及、啓発を行い保険税収納率の向上に努める。

Ｂ

Ｃ

見直し

制度の普及・啓発を図り、収納率の向上など適正な制度運営が可能となるような事業展開
を図るとともに、健康づくり運動等予防施策との連携を密にするべきである。

８　市民満足度調査結果からの分析（平成１５年度調査）

拡充する

現状維持する

１２　外部意見

１１　２次評価

Ａ

市民満足度調査 （◆は施策の平均）
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市民満足度調査は、基本施策５１項目（節）について調査し
ています。したがって、上位の基本施策が同じ場合は同じ内
容となっています。　（「○総合計画における位置付け等」参
照）
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合計 16 24,830,603 39.2
千円 人
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国民健康保険課

国民健康保険課

国民健康保険課一般・退職被保険者等移送費

出産育児一時金

葬祭費

国民健康保険団体連合会負
担金

一般・退職被保険者等療養費

一般・退職被保険者等療養給
付費

一般・退職被保険者等高額療
養費

人間ドッグ助成事業

賦課徴収金事務費

保険税収納率向上特別対策
事業費

運営協議会経費

平成15年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、公平性

構成事務事業一覧

平成14年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、代替性、満足度
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事務事業名

施策名 国民健康保険制度の充実に向けて

決算額
(千円）

人員
（人）

0.08
診療報酬明細書
点検嘱託員経費

国民健康保険課

施策コード 11520

担当課
評価
年度

評価の概要
施策
中の
優先
順位

162,52214 AAAＡＡＡ0.10


